
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラリンピックやめて感染対策こそ 
パラリンピック開会⽇の 8 月 24 ⽇（火）、野村證券

前で「＃医療、介護、保健所の削減やめて！いのちま

もる緊急行動 in いわて」の街頭宣伝を行いました。こ

の取り組みは、全労連・中央社保協・医団連（保団連、

全⽇本⺠医連、医療福祉生協連、新医協、医労連）が

提起した取り組みの一環で、7 月から衆議院選投票⽇

まで行います。 

 同じ場所で消費税廃止岩⼿県各界連の宣伝行動も取

り組まれました。 

 

医療や介護の改悪を許さず抜本改革を！ 

 岩⼿社保協の鈴⽊露通事務局⻑は、来年の秋以降に

予定されている高齢者医療費2 倍化法の廃止を訴えま

した。さらに、この8 月から介護保険の補足給付が改

悪されたために、負担増によって施設から出ざるを得

ない状況が生まれる恐れがあると告発。家族の介護負

担を軽減するためにも介護保険制度の抜本的な改革

を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を訴えました。 

さらに、横浜市⻑選挙での市⺠と野党の共同候補の

勝利は菅政権への痛烈な審判だと指摘。岩⼿からも声

を上げ、政権交代を実現しようと訴えました。 

 

職場・地域から声を上げ、いのち守る政策への

転換を迫ろう 

新型コロナウイルスの感染が爆発的に拡⼤してい

る中、政府・与党は感染症対応の医療提供体制を強化

するどころか、消費税を財源に「病床削減推進法」や

「高齢者医療費 2 倍化法」を先の通常国会で強行成立

させました。そして今、十分な治療も受けられず自宅

で亡くなる方が後を絶ちません。菅政権の無為無策に

よって、「自宅療養」という名で究極の「自己責任」

を国⺠に押し付けた結果の人災です。 

パラリンピックは中止。いのちを守る政策への転換

を迫りましょう。 

＃医療・介護・保健所を本気で充実する全国一斉蜂起 

8月 24日 いのちまもる緊急行動 
 

岩手社保協ニュース 

2021年 8月 27日（金）No8（通刊 119号） 

〒020-0015 

盛岡市本町通2‐1‐36 浅沼ビル 6F  

TEL・FAX 019‐654-1669  

E-mail  i-shahokyo@aurora.ocn.ne.jp 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの声を菅首相に届けよう 
（菅首相への手紙） 

締め切り：9 月 24 日。岩手社保協まで。 

 

 
 

 菅首相への⼿紙は、すでに各団体・組織で取り組ま

れています。社保協に返信していただく場合は、郵送

でもFAX でも構いません。 

よろしくお願いします。 

   FAX 番号： 019‐654-1669      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いのちを守る緊急行動の主な取り組み 

目 的：いのちを軽んじる、国・自治体の政策を変えさせる 

要 求：①保健所を拡充設置し、医師・看護師・介護職・保健師等を増員すること。 

    ②公立・公的病院の再編統合「再検証リスト」を撤回し、感染症病床と、その大半を

担う公立・公的病院を拡充すること。 

≪主な取り組み≫ 

① 菅首相への手紙「コロナ禍で私が経験したこと」―いのちまもるVOICE― 

② 国会への個人請願署名（ネット署名もできます） 

③ 都道府県知事あての団体署名 

④ SNS・ツイッターデモ 

⑤ 地元選出国会議員・選挙候補者への要請 

⑥ 全国一斉アピール行動 

9月5日（日）13時～13時30分 南イオン付近でスタンディング  

                              など 

 



 

 

 

 

 

 いわての介護を良くする会と岩⼿県社保協は、 

9 月 17 ⽇（金）に「これでいいの？介護保険」 

と題して講演会を行います。 

 講師は、⼤阪社保協介護保険対策委員⻑で、 

中央社保協の介護・障害部会の委員も務めて 

いる⽇下部雅喜さんです。 

— ＊ ― ＊ ― ＊ ― ＊ ― ＊ ― 

 介護保険制度がスタートして 21 年になりま 

すが、もはや「老いの命綱」の役割を果たせな 

いところまで劣化しました。 

 介護報酬の基本報酬は、制度スタート時が最 

も高いという信じがたい現実があります。介護 

従事者の賃金は全産業平均より月額 9 万円低い 

ありさまで、介護の人材不足は悪化の一途です。 

 介護保険料は上がり続け、利用者負担も次期 

改定で原則 2 割負担を導入する一方で、公費負 

担分を上げることはかたくなに避けています。 

 この 1 年余、介護現場が置かれた状況は過酷 

の一語に尽きます。高齢者施設でのクラスター 

感染による感染者は 9490 人、死者は 480 人に 

のぼり、すべての業種の最多数となっています。 

（5 月 30 ⽇共同通信調べ） 

 新型コロナウイルス感染症の蔓延は、介護保 

険サービスが超高齢化の進む⽇本社会の維持に 

重要な役割を担っていることを明らかにしました。 

そして、改定を重ねた介護保険制度が地域の介護基盤

をもろくし、危機的な状況を招いていることも明らか

にしました。 

— ＊ ― ＊ ― ＊ ― ＊ ― ＊ ― ＊ 

これらの状況を踏まえ、中央社保協では、「介護保険

制度の抜本改革提言（案）」を出し、もう一度介護の社

会化を問い直し、改善に向けた提言を行っています。

今回は、まとめの中心を担った⽇下部さんに介護保険

制度の問題点を整理し、提言案の内容を解説していた

だきながら、今後の運動について一緒に考えていきた

いと思います。是非ご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これでいいの？介護保険 
介護保険の今と未来を考えるつどい 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月から高校生までの医療費助成は 28 市町村に！ 


